
（１） 令和7年11月1５日（土） 足立史談会だより 第428号
10月24日（金）、第1回史跡探
訪が行われました。今回は史談会
会員の岡澤哲夫さんのガイドによ
り、開宿400年を迎えた千住宿の
名残と文化財巡りをしました。コー
スは、午後1時半北千住駅西口
交番前に集合した後、長円寺→
横山家→絵馬屋→本氷川神社
→本陣跡→勝専寺→問屋場跡

鷗→慈眼寺→森 外橘井堂医院
跡を巡り、午後4時頃金蔵寺で解
散しました。平日の午後にもかか
わらず、20名の参加がありました。
今回は関係者のご協力を得て、
通常非公開の文化財を拝見する
ことができました。長円寺ではこの
石を削り呑むと乳の出がよくなると

【第428号】 伝えられている「乳泉石」と、本堂
令和7年11月15日 格天井に琳派の絵師によって描

かれた「64面の四季花鳥図」を。史談会副会長でもある横山家では、山岡鉄舟の筆による
二双の屏風とその上に掲げられた高橋是清による額、彰義隊隊士による３ケ所の刀傷を。建部巣兆ゆかり
の寺でもあり「巣兆寺」とも呼ばれた慈眼寺では、巣兆の作品や本堂を拝観できました。
参加者からは、「横山さん宅の前を長年通っていますが、ずっと気になっていました。今回、初めて入ること
が叶い、また横山さんからのお話も伺うことができて、大変興味深いものを感じました。」「長円寺や慈眼寺で
は通常、非公開の仏像や絵画を特別に拝観させていただくなど、あらためて千住の歴史や数多くの文化財
に触れることができました。」「千住の街並みを歴史を感じながら歩くのは殆ど初めての経験でした。」「普段
通っている所でも、史談会の方々の解説を聞いていると、初めて目にするものが多かったですし、いろいろな
発見があ り、心がワクワクするような気がしました。」などの感想をいただきました。
次回は11月14日(金)、千住の街歩き2は京成千住大橋駅13時30分集合です。たくさんの皆様方の参

加をお待ちしています。

お話いただいた横山様（左）と彰義隊による刀傷跡（右）

上「乳泉石」下「四季花鳥図」 慈眼寺では巣兆の作品や本堂を拝観


